
監理団体は３カ月に一度実施者のもとで監査を行いその結果を外国人技能実習機

構へ提出することが技能実習法で義務付けられています。

特定技能外国人関連においても、3か月に一度、所属機関と特定技能外国人と面談を行

い、その結果を入国管理局へ提出することが出入国管理及び難民認定法で義務付けられ
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■監理団体からのお知らせ■

３月度はお忙しいところ定期監査・定期面談にご協力頂きありがとうございました。弊組合では年に一度の「実

施状況報告書」提出の時期になりますので書類作成を進めてまいります。技能実習生の令和６年４月１日～令和

７年３月３１日までの実習が対象となります。該当月の賃金台帳を４月中旬までにご準備頂きますようお願い致

します。
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定期健診が必要な理由は？

定期健康診断は一定の周期で行う健康チェックです。病気の早期発見や予防にもなります。

多くの疾患は初期段階であれば治療が容易かつ治癒率も高い一方で、進行すると治療が困難となる

ことも少なくありません。

病気のサインを見逃さずに適切な医療を受ける機会を確保することが大切です。

１年以内の定期健康診断受診をお願いします

定期健康診断にて重大な病気であることが発覚した実習生がいます。

今回は前回の健康診断受診から１年以内の受診で早期発見となったため、病気

の進行を防ぐことができ適切な治療を受けることができています。

前回の結果で問題なかったから今回も大丈夫だろうと１年を超えての受診はせ

ず、１年以内の受診のご協力をお願い致します。

また、要精密検査あるいは再検査となった場合は、ご確認いただき再検査受診

をお願い致します。

実習生の健康診断についてご不明点・ご質問がございましたらお気軽に弊組合

へお問い合わせください。

茨城県外国人 不法就労最多を記録！！

茨城県の大井川知事は３月２６日の定例会見で、去年の茨城県で不法就労と認定された外国人数が

全国で最も多かったことを受け、不法就労を生み出す就労環境を改善していくため対策に力を入れ

ていく考えを示しました。

出入国在留管理庁によると、去年茨城県で不法就労と認定された外国人はおととしの１．２倍余り

の３，４５２人に増え去年に続き全国で最多。

４月より「外国人適正雇用推進室」を設置し不法就労対策を強化し、「適用雇用推進月間」を設け、

期間中は東京出入国管理局などと合同で不法就労の多い地域や業種を重点的にパトロールするとの

ことです。


